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＊加盟団体＊      ・ＮＴＴ西日本広島 

・サンフレッチェ広島     ソフトテニスクラブ 

・ＪＴサンダーズ     ・中国電力陸上競技部 

・湧永製薬         ・コカ・コーラウエスト          

・広島メイプルレッズ     レッドスパークスホッケー部 

・広島ガスバドミントン部 ・広島東洋カープ 
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毎年開催されている「ひろしま国際平和マラソン」が 11月 3日（祝）に

開催された。参加者は約 12000 人にも上り、トップス広島からもたくさ

んの選手が参加し、気持ちの良い汗を流した。大会はキッズコース、ビ

ギナーコース、チャレンジコースと三部門に分かれており自分にあった

コースを選ぶことができる。今年の平和マラソンではランナーの方々が

胸に東日本大震災の復興への気持ちを書いたワッペンをつけて走った。

応援メッセージ入りのワッペンはホームページ上にも掲載されており誰

でも読むことができる。競技終了後はサブグラウンドで子供限定のホッ

ケーとハンドボールの体験コーナーを行った。コカ・コーラウエスト、

ワクナガレオリックの選手とのふれあいができるということで、多くの

子供達が参加。参加した子供達は、マラソン後ということを全く感じさ

せないほど、選手と共にそれぞれのスポーツを満喫していた。終了後も

選手と子供達が楽しそうに話す姿が見られた。是非ともこのような形イ

ベントを通じて、ホッケーやハンドボールにその他スポーツに興味をも

つ子供達が増えて欲しい。 

東北に思いよ届け！ 

ひろしま国際平和マラソン開催 

左から 大庭選手、長江選手、佐々木選手 

大庭・佐々木ペア金メダル！ 
国別対抗戦男女とも銀メダル獲得！ 

世界ソフトテニス選手権大会 

新たな戦いの幕開けだ。10月 29日から

第 36回日本リーグが開幕した。広島メイ

プルレッズは初戦を三重バイオレットア

イリスと戦い 31－18で見事勝利。リーグ

開幕を白星で飾る。リーグは 13日で前半

戦が終了し、メイプルレッズはリーグ成

績を 3勝 2敗と勝ち越し、リーグを 3位

で折り返す。個人成績では、高山智恵選

手のシュート率と GK堂前妙子選手の 7ｍ

スロー阻止率がそれぞれ 1位と頼もしい

限りだ。この勢いでリーグ優勝に向けて

頑張ってもらいたい。 

 
倒れこみながらゴールを決める高山選手 

王座奪還へ 
-日本リーグ開幕- 

大崎電気撃破！ 

-日本リーグ開幕- 
11月 12日に日本ハンド

ボールリーグのワクナガ

レオリック開幕戦は、琉

球コラソンと対戦し、GK

松村が 3連続で７Mスロ 

ー阻止などの活躍で見事勝利。第 2

戦は大同特殊鋼対戦し、立ち上が

りは一進一体の交互に得点する展

開が勢いに乗っている大同に連続

得点を上げられ惜しくも敗戦。続

く大崎電気戦は首位に食い込むた

めの大事な 1戦、試合はシーソ 

 

ーゲームで進んでいくが、終盤ゴールキーパーの好セーブもあり

接戦をものにした。この勢いで優勝目指して頑張って欲しい。 

10月 27日（木）から 11月 1日（火）まで、韓国で開催された「第

14回世界ソフトテニス選手権大会」。ソフトテニス世界一を決める

本大会には、NTT西日本個別認定選手の長江光一、大庭彩加、佐々

木舞が日本代表として出場し、世界のトッププレーヤーとしのぎを

削って熱戦を繰り広げた結果、女子ダブルスで大庭・佐々木ペアが

念願の金メダルを、国別対抗戦で男女とも銀メダルを獲得した。女

子の中本裕二監督は、「佐々木・大庭組の戦いは、女子界で NTT 西

日本広島でしか行っていない攻撃型並行陣という素晴らしい戦略

であり、それを駆使して世界一を獲得したことは色々な意味で大き

い、また女子界を大きく変えるべく先駆者になったことは誰も否定

できないでしょう。そして、現地で試合を見ていた人たちに、感動

と夢を与えることもできたのではないでしょうか。」とコメントし

ている。国別対抗戦では韓国に完敗したが、個人ダブルスでは男女

ともに金メダルを獲得した日本代表。そのなかで長江・大庭・佐々

木は、その原動力として大活躍し、NTT西日本の力 

を見せることができました。この結果に満足せず、 

上をめざし、世界にさらなる成長を見せつけたい。 
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＊ロゴマークの意味＊ 広島県の木、広島県の花として県民になじみの深いモミジをモチーフにしました。「新緑のモミ

ジ」はジュニアスポーツの育成を、「紅葉のモミジ」は選手が成長していく姿を表現しています。 
 ジュニア選手がトップを目標とすることを期待し、広島県のスポーツのジャンプアップを図ることを意味しています。 

カウトは語っていた。今年のドラフトビッグ 3 の 1 人としても注目を集め、東京六

大学リーグ史上７人目の大学通算 30 勝 300 奪三振を達成している。野村、土生は

2007年夏季全国高校野球選手権大会で準優勝した地元広陵高校出身ということもあ

り期待が高い。ドラフト会議後、野村謙二郎監督は直々に野村のもとを訪問し指名

あいさつを行った。昨年１巡指名の福井同様に先発ローテーションの一角を担う逸

材の投手として首脳陣からの期待も大きい。 

 

サンフレッチェ広島は 26日、ホーム最終戦を行った。ビッグア

ーチには約 1万 6800人のサポーターが詰めかけ、スタンドがチ

ームカラーの紫色に染まる中、サンフレッチェ広島は今季最多

得点に並ぶ 4ゴールをおさめ、4-2で大宮アルディージャを下

し、5試合ぶりの勝利を飾った。約 5年半チームを率いてきたミ

ハイロ・ペトロヴィッチ監督は既に退任が決まっており、サポ

ーターからはねぎらいの言葉が聞かれた。2007年に J2に降格し

たものの､1シーズンで J1に復帰。天皇杯準優勝やナビスコ杯準

優勝などの成績を残した。ペトロヴィッチ監督は「大量 4得点、

広島らしい攻撃的なサッカーが出来た」と笑みを浮かべた。試

合後のセレモニーでは「約 6年、人生で最も素晴らしい時間だ

った。またみなさんと一緒に戦う日が来るかもしれ 

ないから、サヨナラは言いません」と話し、涙を浮 

かべた。 

少数精鋭のドラフト 

大学ビッグ３野村獲得！ 

10月 27日に行われたプロ野球ドラ

フト会議で広島東洋カープは野村

祐輔投手(明治大)、菊地涼介内野手

(中京学院大)、戸田隆矢投手（樟单

高）、土生翔平外野手(早稲田大)を

指名し、育成枠で 4 選手を指名し

た。今年のドラフトは即戦力重視で

少数精鋭のドラフトとカープは位

置づけていた。1巡指名した野村は

最速 149 キロのストレートと多彩

な変化球を投げ分ける安定感のあ

る投手。「全ての球種でカウントが

とれ、勝負球に使える。」と苑田ス 

11月20日にFIVBワールドカップ2011

の初戦であるイラン戦が行われ、セッ

トカウント 1-3 で敗れた。また、21

日に行われたアルゼンチン戦ではセ

ットカウント 2-3で敗れ２連敗となっ

た。全日本チームエントリーメンバー

に、JTサンダーズからは八子大輔選手

された。試合では決めきらなかったり

する場面が多々あり、試合後の八子選

手のコメントでは「初のＷ杯で緊張し

ていたが、チームを勢いづかせたかっ

た。セットを重ねるごとに崩れてしま

ったのが悔 
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バドミントンの日本リーグは 10/29（土）に廿日市スポーツセ

ンターで広島大会が開催された。広島ガスは七十七銀行と対戦

した。地元広島での公式戦開催は 3 年ぶり。会場である廿日市

スポーツセンターには 700 人が駆けつけた。選手たちは地元で

の勝利にむけて必死のプレー。観客も声援で応えた。1 点を決

めるたびに割れるような歓声。白熱した試合は 3 対 0 で七十七

銀行の勝利。広島ガスとしてはいい展開もあったが地元勝利と

はならなかった。 

広島で熱戦繰り広げられる！ 

「
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第 72回全日本女子ホッケー選手権大会が福 

井県丹生郡越前町立ホッケー場で行われ、 

CCWレッドスパークスはソニーとの決勝戦に 

1－2 で敗れ、惜しくも今シーズンの三冠達成を逃した。試合は、立ち上がりか

ら両チームが激しい攻防を繰り広げるが、前半 15分 CCWの FB朴（パク）がソニ

ーの FW深野を倒し、ペナルティーコーナー（PC）を与えてしまう。ソニーは PC

でFB村上からのパスを FB及川がスティックを合わせてタッチシュートを決め先

制。先制を許した CCW だったが、徐々に本来の調子を取り戻していき、前半 22

分にソニーのインターフェアから PC を獲得。その後再び得た 23 分の PC で FB

小野が決めて同点に追いつく。後半に入っても両チーム一進一退の攻防が続いた

が、しかし 30 分に PC の流れから MF 山本のサークルエリアへのパスを MF 中川

に決められ 1-２とされた。同点に追いつきたい CCWだが、ソニーの FB林を中心

とした堅い守備の前に最後までネットを揺らすことはできず万事休す。試合終了

の笛と共にソニーの 6年連続 14回目の優勝が決まり、CCWRSは準優勝で 

試合を終えた。来年度こそは三冠を達成して欲しい。 

 

CCWRS 惜敗 

シーズン 3 冠ならず 

い悔しい。個人としては、自分はまだ

まだ 

 

まだと実感した。スパイクも全然決まらず、勝負どころでも打ち

切ることができずに悔しい思いが残った。まだ自分はできると思

うの 

 

11月 13日（日）に広島県世羅町で「第 50回 中国実業団

対抗駅伝競走大会」が行われ、中国電力は 4時間 07分 00

秒で 14年連続 15度目の優勝を飾った。また１区の森本卓

司選手が区間賞と大会 MVPを受賞した。これにより、来年

元日に行われる「第 56 回全日本実業団駅伝」への参加も

決定した。来年１年を占うであろうレースに 

期待が懸かる。 

 

うで、１日１日試合を通じて成長したい。途中から出ることが多く

なるので、チームの雰囲気を変えられるように、起爆剤になりたい」

と語った。今大会は上位 3チームに与えられる 2012年ロンドンオ 

 リンピックの出場権をかけて戦う。日本はエントリーチームで世界ランキング

最下位。このランク通りにならないためにも奮起したい。 

 

編集協力 広島経済大学 興動館 
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